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10 会計 01

13 款 08

項 02

目 01

A

諸収入

● 安来市市民活動補償制度保険料

・保険適用件数

● 損害賠償責任保険料

・市道延長

・農道延長

・林道延長

・その他道路

● その他

・市道登記事務委託料外

● 道路台帳業務委託料

・令和6年度　安来市道路台帳補正業務

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路橋りょう総務費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路橋りょう総務費

当 初 予 算 額 19,833,000 円

予 算 現 額 19,433,000 円

決 算 額 19,169,266 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,450 円

人件費コスト  B 1.1人役 8,395,200 円 総事業費　　A+B 27,564,466 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路橋りょう総務】 3,197,266円 0円 0円 1,450円 3,195,816円

道路賠償責任保険等に加入し、市の瑕疵による事故や市民活動補償制度に該当する補償に対応した。

531,640円

3件

1,429,650円

986km

150km

30km

1km

1,235,976円

【道路台帳整備事業】 15,972,000円 0円 0円 0円 15,972,000円

15,972,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 19,167,816 円

　市道の認定・廃止や道路改良等に伴う構造・形態の変化を反映させた道路台帳の補正・整備を行い、最新の基礎
資料を作成した。

目
的

市道の認定や道路改良等に伴う台帳の補
正や整備を行い最新の基礎資料とする。
道路賠償責任保険及び市民活動補償保険
へ加入し、市道の管理瑕疵による事故や
市民活動中の事故に対応する。



【繰越明許】

50 

10 会計 01

16 款 08

項 02

目 02

A

県定額

原子力災害時に避難ルートとなる幹線（国道・県道）に接続する市道の整備を行った。

　● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・原代宮内線舗装改修工事 舗装工 L=90.0 R6.1.18～R6.4.30

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路維持費 土木費

事業開始年度 令和5年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 4,660,000 円

決 算 額 3,678,400 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 3,678,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路環境整備（舗装修繕）事業】 3,678,400円 3,678,400円 0円 0円 0円

3,678,400円

着工前 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 3,678,400 円

一 般 財 源 0 円

目
的

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、
安全で円滑な道路網を確保する。



50 

10 会計 01

16 款 08

項 02

目 02

A
国

県定額

公共外

諸収入

● 会計年度任用職員報酬、手当

● 消耗品費

● 光熱水費、燃料費

● 修繕料

● 手数料

● ポンプ点検委託料

● 市道維持補修業務委託料 ・市道維持補修業務

● 市道樹木維持管理委託料

● 工事請負費 ・道路維持修繕工事 6件

● 道路補修用材料費

● その他（社会保険料外）

　リース事業（メンテナンスを含む。）により安来市所管の屋外照明灯のLED化を進めた。（10年契約2年目）

● LED照明器具及び関連機器借上料

　舗装の打ち換え・区画線修繕等を実施し、安全な通行の確保に努めた。

● 工事請負費 ・舗装修繕工事  7件

　舗装の路面状態の調査を実施し、修繕計画の見直しをした。

● 総点検委託料

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路維持費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

当 初 予 算 額 211,668,000 円

予 算 現 額 397,168,000 円

決 算 額 381,267,813 円

地　方　債 19,300,000 円

そ　の　他 42,672 円

人件費コスト  B 2.9人役 22,132,800 円 総事業費　　A+B 403,400,613 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路維持事業】 112,335,606円 6,080,800円 0円 42,672円 106,212,134円

7,111,360円

1,786,329円

3,378,116円

1,143,780円

4,003,460円

1,210,000円

78,684,300円

3,998,500円

6,199,600円

3,890,621円

929,540円

【照明灯LED化賃貸借事業】 15,074,400円 0円 0円 0円 15,074,400円

15,074,400円

LED照明灯 事業ステッカー

【道路環境整備（舗装修繕）事業】 42,948,400円 27,000,000円 14,300,000円 0円 1,648,400円

42,948,400円

【道路ストック総点検事業】 5,988,400円 3,203,794円 0円 0円 2,784,606円

5,988,400円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 83,067,520 円

一 般 財 源 278,857,621 円

目
的

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、
安全で円滑な道路網を確保する。



　冬期の交通を確保するため、バス路線及び幹線道路等を中心に、除雪及び凍結防止剤の散布を行った。

● 除雪業務委託料

● 除雪機械運転資格取得支援事業補助金 ・3名

　除雪体制の確保のため、除雪車両（8t級ドーザ）1台を購入し小竹地区に配備した。

● 機械器具費外 ・8t級ドーザ、自賠責保険、登録手数料

路面点検車 点検作業イメージ

【除雪業務】 189,257,167円 36,514,926円 0円 0円 152,742,241円

189,257,167円

【除雪機械運転資格取得支援事業】 255,000円 126,000円 0円 0円 129,000円

255,000円

【除雪車整備事業】 15,408,840円 10,142,000円 5,000,000円 0円 266,840円

15,408,840円

8ｔ級ドーザ

　近年、局地的かつ短期間に集中する大雪が問題となっている。しかし、除雪機械の運転手の十分な交代要員が確
保できていない。また、運転手の高齢化も進んでいるため、除雪機械の運転手となる人材の確保と後継者を育成
し、冬季における円滑な交通を確保した。（補助額上限：補助対象経費の2/3　※1人につき10万円）
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10 会計 01

19 款 08

項 02

目 02

A
国

公共

● 工事請負費

工事概要 工期（着工～実地完成）

・防災・安全交付金事業 モルタル吹付工　A=176m² R6.6.7～R6.10.4

　北谷学校線災害防除工事（その4）

・安全確保交付金 落石防止網工　A=485m2 R6.8.30～R6.12.27

　和田南線災害防除工事 

● 設計委託料

業務概要 工期（着工～実地完成）

・防災・安全交付金事業　 設計・測量　L=0.0055m2 R6.11.8～R7.2.27

　　　　　　和田南線測量設計業務その２（災害防除）

● 消耗品費

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 道路災害防除事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路維持費

当 初 予 算 額 46,600,000 円

予 算 現 額 26,166,000 円

決 算 額 24,533,859 円

地　方　債 7,200,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,816,000 円 総事業費　　A+B 28,349,859 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【道路災害防除事業】 24,533,859円 15,894,206円 7,200,000円 0円 1,439,653円

18,845,200円

工事名

5,288,800円

業務名

399,859円

　防災・安全交付金事業 北谷学校線災害防除工事（その4）

  着工前 竣工

安全確保交付金　和田南線災害防除工事 

  

着工前 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 15,894,206 円

一 般 財 源 1,439,653 円

　災害の未然防止を目的として法面の危険箇所について対策を施し、交通安全と災害に強い道路ネットワークの整
備を行った。

目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策
を施し、交通の安全を確保する。
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10 会計 01

22 款 08

項 02

目 03

A
国

過疎

諸収入

● 工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・出来須荒島線道路改良工事 道路改良延長　L=133.0 R6.4.13～R6.5.31

・出来須荒島線道路改良工事（その2） 道路改良延長　L=277 R6.10.24～R6.12.27

・大塚4･5号線道路改良工事 道路改良延長　L=112.2 R6.8.14～R7.3.21

・加茂1号線道路改良工事 道路改良延長　L=149.9 R6.9.12～R7.4.25

● 測量委託料 円

業務名 業務概要 工期（着工～実地完成）

・神庭15号線用地測量業務 用地測量　N=1式 R6.8.22～R7.3.21

● 物件移転補償費 円

・大塚4･5号線道路改良工事に伴う水道管移転補償外

● 土地購入費 円

・豊島5号線道路改良事業に伴う土地購入費

● その他（消耗品費、保守点検委託料外） 円

着工前 竣工

補助事業により久白津田平線の歩道整備及び視距改良を行い通学路の安全確保を図った。

● 工事請負費 円

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・久白津田平線道路改良工事 道路改良　L=118.2ｍ R6.7.6～R7.3.21

※翌年度繰越額　調査委託料、工事請負費 円

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 一般市道改良費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 176,909,000 円

予 算 現 額 177,054,000 円

決 算 額 137,775,051 円

地　方　債 114,200,000 円

そ　の　他 35,939 円

人件費コスト  B 1.6人役 12,211,200 円 総事業費　　A+B 149,986,251 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【一般市道改良費】 109,126,651円 0円 100,400,000円 35,939円 8,690,712円

89,558,700

3,676,200

7,345,529

266,596

8,279,626

出来須荒島線道路改良工事

【一般市道改良費（補助事業）】 28,648,400円 14,788,945円 13,800,000円 0円 59,455円

28,648,400

36,300,000

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 14,788,945 円

一 般 財 源 8,750,167 円

　まちづくりの基盤となる交通アクセスの確立を目指し、市民生活に密着した道路整備を進めた。その中でも緊急
性・重要性の高い路線を中心に測量等を行い、地域の交通体系の諸問題解決に努めた。

　切川周辺道路整備事業については、（仮称）安来スマートIC整備事業の設計業務との調整により、加茂１号線道
路改良事業については、大型水路設置に係る資材不足により製作期間に不測の日数を要したことから、各事業の年
度内完了が困難となった。

目
的

幹線道路への接続、交通渋滞の解消、付
近の農業及び地場産業の活動を支援する
道路網の整備により、機能的交通体系の
形成を図る。
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10 会計 01

25 款 08

項 02

目 03

A

自然災害外

● 街路事業（防災安全交付金事業）

都市計画道路飯島線

● 街路事業（防災安全交付金事業）【補正】

都市計画道路飯島線

● 県単街路事業

都市計画道路飯島線

● 県単急傾斜地崩壊対策事業

矢田地区

● 県単急傾斜地崩壊対策事業（現年災）

津田平地区

街路事業　都市計画道路飯島線 県単急傾斜地崩壊対策事業　矢田地区

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 県事業負担金費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 34,875,000 円

予 算 現 額 27,450,000 円

決 算 額 26,520,000 円

地　方　債 25,100,000 円

そ　の　他

人件費コスト  B 0.4人役 3,052,800 円 総事業費　　A+B 29,572,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【県事業負担金費】 26,520,000円 0円 25,100,000円 0円 1,420,000円

6,000,000円

6,000,000円

750,000円

13,100,000円

670,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,420,000 円

　令和６年度に島根県が施行する街路事業及び急傾斜地崩壊対策事業について、費用負担をすることによって生活
基盤の改善を図った。

目
的

県が施工する工事に対し費用負担する事
により、生活基盤の整備促進を図る。
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28 款 08

項 02

目 03

A
国

公共外

● 交通安全施設整備工事 8件

工事概要

・カーブミラー　新設、修繕 ・区画線　新設、修繕

● 工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・前飯島4号線他交通安全施設整備工事 R6.11.22～R7.3.14

・防災・安全交付金事業 R6.11.23～R7.2.28

　　安来荒島線防護柵修繕工事

・防災・安全交付金事業 R6.12.12～R7.3.14

　　須崎細井線他交通安全施設整備工事

・防災・安全交付金事業 R6.1.31～R7.3.21

　　安来荒島線防護柵修繕工事（その2）

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 交通安全施設整備事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 21,000,000 円

予 算 現 額 21,000,000 円

決 算 額 19,924,300 円

地　方　債 12,300,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,579,200 円 総事業費　　A+B 24,503,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【交通安全施設整備事業】 14,821,400円 0円 10,500,000円 0円 4,321,400円

14,821,400円

【交通安全対策事業】 5,102,900円 3,003,055円 1,800,000円 0円 299,845円

カーブミラー　N=4箇所

防護柵工 L=54.0m

区画線 L=1100m　

防護柵工 L=36.0m

着工前 竣工

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 3,003,055 円

一 般 財 源 4,621,245 円

　カーブミラーや防護柵の設置等、交通安全施設の新設・補修を行い、交通環境の整備と交通事故の発生防止に努
めた。

　市街地を重点に生活道路、通学路における交通安全対策を進め、歩行者の交通安全確保を図るため、防護柵改修
や区画線補修などを行った。

目
的

交通安全施設の新設・補修を行い、交通
環境の整備と交通事故の発生防止に努め
る。
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34 款 08

項 02

目 03

A
国

過疎

　●調査委託料 8,562,400円

　　業務名 業務概要 　工期（着工～実地完成）

　　・社会資本整備総合交付金事業　高留鼻線地質調査業務委託 地質調査　N=1式 R6.7.30～R7.2.21

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 高留鼻線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 2% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 13,000,000 円

予 算 現 額 12,000,000 円

決 算 額 8,562,400 円

地　方　債 4,100,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,816,000 円 総事業費　　A+B 12,378,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【高留鼻線道路改良事業】 8,562,400円 4,418,334円 4,100,000円 0円 44,066円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 4,418,334 円

一 般 財 源 44,066 円

　現在、本路線の隣接地において、民間企業による土地利用計画の取組が進められている。しかしながら、現道幅
員が狭い上に開発地と工業団地が市河川を跨いだ地形であることから、道路整備（現道拡幅、橋梁架設）を行い、
道路利用者の安全性と利便性の向上を図る必要がある。令和6年度は、地質調査業務を実施した。

目
的

高留鼻線のインフラ整備（市道拡幅、橋
梁架設等）を行い道路利用者の安全性と
利便性の向上を図る。

県道 黒井田安来線

国道9号

道路改良（総）延長

 L=300m

地質調査（2箇所）N=1式
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項 02

目 03

A

辺地

● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・杉谷線道路改良工事 改良延長　　L= 340.0m R6.5.25～R7.1.31

● 設計委託料外

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 杉谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

事業進捗度 40% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 81,400,000 円

予 算 現 額 80,900,000 円

決 算 額 80,708,210 円

地　方　債 80,700,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,342,400 円 総事業費　　A+B 86,050,610 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【杉谷線道路改良事業】 80,708,210円 0円 80,700,000円 0円 8,210円

79,477,200円

1,231,010円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 8,210 円

　本路線は、国道432号と主要地方道安来木次線を結ぶ一級道路であり、主要幹線道路に通じる唯一の生活道路で
ある。未改良区間においては突角により視距が悪く、また、通学バスや冬季の除雪作業車等のすれ違う箇所が少な
いため、安全性の高い道路として整備が急がれる。これまで、4期にわたり3.5Kmを改良してきた。残る奥田原地区
までの2.6㎞の未改良区間の内、5期区間の約0.88㎞の道路改良を実施する。
　本年度は、道路改良工事（側溝工・管渠工・工事用道路工・防護柵工）を実施した。

目
的

雲南方面や広瀬方面からのアクセス道路
である杉谷線を改良し、安全性の高い道
路として整備を行う。
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至　西谷 至　奥田原
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項 02

目 03

A
国

過疎

● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・交通安全対策事業 鋼橋上部工事 R6.5.3～R8.1.29

　安来港飯島線道路改良工事（橋梁上部工）

・交通安全対策事業 旧橋撤去工、橋梁下部工 R4.12.15～R7.2.28

　 安来港飯島線道路改良工事（橋梁下部工）

・交通安全対策事業 道路改良L=230m R5.6.20～R7.2.14

　安来港飯島線道路改良工事（その1）

・安来港飯島線道路改良工事 付帯工事 R6.11.12～R6.12.27

  （橋梁下部工）付帯工事（その2）

・安来港飯島線道路改良工事 付帯工事 R6.11.20～R6.12.27

  （橋梁下部工）付帯工事（その3）

● 調査委託料

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 安来港飯島線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 339,983,000 円

決 算 額 329,861,950 円

地　方　債 143,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 329,861,950 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来港飯島線道路改良事業】 329,861,950円 185,472,109円 143,600,000円 0円 789,841円

323,578,750円

6,283,200円

吉田橋橋梁下部工 道路改良工事（頭無川付近）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 185,472,109 円

一 般 財 源 789,841 円

　本路線は安来市内を東西に連絡する補助幹線道路である。当路線の沿道に小中学校があり、通学路として多数の
児童・生徒が利用しているが交通量も多く非常に危険な状況であることから、児童・生徒の通学時の安全確保等が
急務となっている。
　このため、本事業により両側歩道及び車道の拡幅整備を行い、安全かつ快適な交通の確保を図る。本年度は、主
に吉田橋橋梁下部上部工事及び道路改良工事を行った。

目
的

県が進めている安来木次線の整備にあわ
せ、小中学校の通学路でもある安来港飯
島線を両側歩道を有する路線として改良
し、児童生徒の通学時の安全を確保す
る。

吉田川→

至松江

至米子

至松江

至米子

建設
予定
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● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・交通安全対策事業 鋼橋上部工事 R6.5.3～R8.1.29

　安来港飯島線道路改良工事（橋梁上部工）

・交通安全対策事業 道路改良L=109m R6.5.25～R7.12.26

　安来港飯島線道路改良工事（その１）

・交通安全対策事業 道路改良L=81m R6.7.26～R7.3.21

　安来港飯島線道路改良工事（その２）

・交通安全対策事業 道路改良L=129m R6.9.10～R7.8.8

　安来港飯島線道路改良工事（その３）

・安来港飯島線道路改良工事（その２） 防護柵工 R7.3.18～R7.4.25

● 設計委託料

● 物件移転補償費

・水道施設、電気通信施設

● 敷地借上料

・仮道路用地

● 普通旅費

● 消耗品費

● 燃料費

※翌年度繰越額　工事請負費、物件移転補償費

 物件移転（水道他）の協議について不測の日数を要したため。

決算事項別明細書 P107

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 安来港飯島線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 道路橋りょう費

事業進捗度 75% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 331,600,000 円

予 算 現 額 286,900,000 円

決 算 額 189,019,125 円

地　方　債 79,800,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 3.0人役 22,896,000 円 総事業費　　A+B 211,915,125 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来港飯島線道路改良事業】 189,019,125円 109,172,473円 79,800,000円 0円 46,652円

147,412,430円

2,995,300円

35,146,704円

2,950,605円

100,000円

218,096円

195,990円

吉田橋橋梁上部工 道路改良工事（一中前）

97,640,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 109,172,473 円

一 般 財 源 46,652 円

　本路線は安来市内を東西に連絡する補助幹線道路である。当路線の沿道に小中学校があり、通学路として多数の
児童・生徒が利用しているが交通量も多く非常に危険な状況であることから、児童・生徒の通学時の安全確保等が
急務となっている。
　このため、本事業により両側歩道及び車道の拡幅整備を行い、安全かつ快適な交通の確保を図る。本年度は、主
に吉田橋橋梁上部工事及び道路改良工事を行った。

目
的

県が進めている安来木次線の整備にあわ
せ、小中学校の通学路でもある安来港飯
島線を両側歩道を有する路線として改良
し、児童生徒の通学時の安全を確保す
る。

至松江

至米子

吉田川→

至松江

至米子
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10 会計 01

43 款 08

項 02

目 03

A
国

　●調査委託料 4,240,500円

　　業務名 業務概要 工期（着工～実地完成）

　　・社会資本整備総合交付金事業 用地測量・調査　N=1式 R6.8.29～R7.3.21

中谷1号線（残土処理場）用地測量業務委託

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 中谷１号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成29年度 道路橋りょう費

事業進捗度 45% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 20,100,000 円

予 算 現 額 8,000,000 円

決 算 額 4,240,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,342,400 円 総事業費　　A+B 9,582,900 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【中谷1号線道路改良事業】 4,240,500円 2,247,000円 0円 0円 1,993,500円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,247,000 円

一 般 財 源 1,993,500 円

　上吉田地区と大塚地区の往来の利便性を図るため、対面通行及び緊急車両の運行が可能な道路に整備する必要が
ある。令和6年度は、本事業に関連した残土処理場の用地測量を実施した。
　※翌年度繰越額　3,000,000円
　　　用地取得の交渉に不足の日数を要したため。

目
的

上吉田地区と大塚地区の往来の利便性を
図るための重要なバイパス道路として、
ほ場整備事業にあわせて整備を行う。

AS
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至
東母里

至 下吉田町

①

用地測量・調査　N＝1式

西母里残土処理場
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10 会計 01

45 款 08

項 02

目 03

A
国

過疎

● 工事請負費

工事概要 工期（着工～実地完成）

改良延長　L=74.1m R6.7.27～R7.2.28

　　原代宮内線道路改良工事 道路土工、擁壁工、防護柵工

・原代宮内線道路改良工事 ｺﾝｸﾘｰﾄ工、防草対策工、防護柵工 R7.2.13～R7.3.14

● 消耗品費

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 原代宮内線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成31年度 道路橋りょう費

事業進捗度 80% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 44,500,000 円

予 算 現 額 50,300,000 円

決 算 額 11,385,261 円

地　方　債 6,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,342,400 円 総事業費　　A+B 16,727,661 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【原代宮内線道路改良事業】 11,385,261円 5,384,657円 6,000,000円 0円 604円

11,129,800円

工事名

・交通安全対策事業

255,461円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 5,384,657 円

一 般 財 源 604 円

　本路線は、伯太町東母里地区と安田中地区を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、現在の道路は通学路
にもかかわらず歩道が未整備であることから、通学時の安全を確保するため歩道を整備する。
　本年度は、道路改良工事を行った。
　※翌年度繰越額　38,870,000円
　　　物件移転（水道他）の協議について不測の日数を要したため。

目
的

伯太町東母里地区と安田中地区を結ぶ重
要な路線である原代宮内線に歩道を整備
し、通学時の安全を確保する。
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原代宮内線道路改良工事

至　米子

至　伯太町安田

至　伯太町東母里
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10 会計 01

46 款 08

項 02

目 03

A

辺地

　●工事請負費 8,505,200円

　　工事名 工事概要 工期（着工～実地検査）

　　・久之谷線道路改良工事 改良延長　L=60m R6.8.22～R7.3.25

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 久之谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成31年度 道路橋りょう費

事業進捗度 50% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 11,100,000 円

予 算 現 額 9,100,000 円

決 算 額 8,505,200 円

地　方　債 8,500,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,342,400 円 総事業費　　A+B 13,847,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【久之谷線道路改良事業】 8,505,200円 0円 8,500,000円 0円 5,200円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,200 円

　本路線は、伯太町下小竹を起点として県道本山伯太線に接続する道路であり、円滑なネットワークの一環とし
て、下小竹地区と上小竹地区を結ぶ重要な路線となっている。しかしながら、現在の道路幅員は狭いうえに線形
も悪く、対面交差が困難な状況となっている。このことから、道路の拡幅及び線形改良をすることにより公共交
通の運行が可能となる利便性の高い道路として整備する。
　本年度は、道路改良（切土工、植生工）を実施した。

目
的

下小竹地区と上小竹地区を結ぶ重要な路
線である久之谷線の幅員を拡幅し線形改
良し、公共交通の運行が可能となる利便
性の高い道路として整備する。
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10 会計 01

50 款 08

項 02

目 03

A

　※翌年度繰越額　設計委託料、負担金　　61,000,000円

決算事項別明細書

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 安来スマートインターチェンジ（仮称）整備事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 61,000,000 円

決 算 額 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,816,000 円 総事業費　　A+B 3,816,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源
【安来スマートインターチェンジ（仮称）整備事業費】 0円 0円 0円 0円 0円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 0 円

　安来スマートインターチェンジ(仮称)（以下、「安来スマートＩＣ」）は、令和6年9月6日に新規事業化となっ
た。安来市が進める切川バイパス周辺の新たなまちづくりの推進、さらには周遊観光の推進や物流の効率化といっ
た大きな整備効果が期待されることから、西日本高速道路株式会社（ＮＥＸＣＯ西日本）と連携し整備を進める。
　また、安来スマートＩＣ事業に併せて、山陰道側道の付け替えが必要なことから整備を実施する。

　西日本高速道路株式会社（ＮＥＸＣＯ西日本）が発注する山陰道本線等の設計業務と事業進捗及び完了時期を合
わせる必要があるため。

目
的

一般国道9号（安来道路）の安来IC～東出
雲IC間に本線直結型の安来スマートイン
ターチェンジ（仮称）を整備する。



【繰越明許】
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10 会計 01

58 款 08

項 02

目 04

A
国

過疎

　● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・道路メンテナンス事業　鷺の湯橋外橋梁修繕工事 部材補修　N＝1橋 R5.11.25～R6.7.12

　● 設計委託料

業務名 設計概要 期間（着工～実地完成）

・道路メンテナンス事業 橋梁補修設計　1式 R5.8.4～R6.6.25

　島田1号橋橋梁補修調査設計業務

　● 調査委託料

業務名 調査概要 期間（着工～実地完成）

・安来市道路橋定期点検業務(その4) N=36橋 R6.8.7～R7.1.31

・安来市道路橋定期点検業務(その5) N=35橋 R6.8.7～R7.2.28

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 令和5年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 橋りょう維持費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 36,871,000 円

決 算 額 36,483,700 円

地　方　債 12,500,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 36,483,700 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【橋りょう修繕事業】 30,576,700円 17,994,387円 12,500,000円 0円 82,313円

25,461,700円

着工前 竣工

着工前 竣工

5,115,000円

【道路橋りょう長寿命化点検調査事業】 5,907,000円 3,475,755円 0円 0円 2,431,245円

5,907,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 21,470,142 円

一 般 財 源 2,513,558 円

　修繕計画に基づき老朽化した施設の維持・修繕を行い、橋りょうの安全性を確保するとともに、河川施設の長寿
命化と維持管理・更新費用の縮減・平準化を図った。

安来市の個別施設計画に基づき5年に1回の定期点検を行い、橋りょうの健全性を判定し修繕の優先順位・方針を策
定した。

目
的

橋りょう長寿命化の点検及び調査を実施
する。点検結果に基づいて、早急に修繕
が必要な橋りょうについて設計及び修繕
工事を実施する。
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10 会計 01

58 款 08

項 02

目 04

A
国

過疎外

● 工事請負費

　工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

　　・道路メンテナンス事業　嚊地橋橋梁改修工事 上部補修　N＝1橋 R6.10.5～R7.3.21

● 設計委託料

　業務名 設計概要 工期（着工～実地完成）

　　・道路メンテナンス事業　島田1号橋橋梁補修調査設計業務 橋梁補修設計　1式 R5.8.4～R6.6.25

　　・道路メンテナンス事業　三日月橋橋梁補修調査設計業務 橋梁補修設計　1式 R6.5.18～R7.1.31

　　・道路メンテナンス事業　宮の前橋外橋梁補修調査設計業務 橋梁補修設計　1式 R6.5.17～R6.12.27

　　・道路メンテナンス事業　鷺の湯橋外橋梁修繕設計業務 橋梁補修設計　1式 R6.6.13～R6.12.27

● 消耗品費

● 調査委託料

　　・安来市道路橋定期点検（その1）業務　外4業務 点検調査　N＝131橋

　　・令和6年度島根県公共土木施設点検・診断技術支援業務 支援業務　1式

● 工事請負費

　工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

　　・田中前２号橋補修工事 上部補修　N＝1橋 R6.7.24～R6.9.30

　　・木戸川中橋橋梁修繕工事 上部補修　N＝1橋 R6.11.14～R7.3.25

　　・庄田橋橋梁修繕工事 上部補修　N＝1橋 R7.1.18～R7.3.18

● 委託料外

　　・小丸山橋外橋梁撤去設計業務 橋梁撤去設計　1式 R6.5.30～R7.1.31

　・島根県公共土木施設維持管理システム保守管理・運用業務委託料外

　・島根県公共工事積算共同利用システム運用負担金

※翌年度繰越額　工事請負費、設計委託料、調査委託料 円

　　支承補修方法の検討にあたり、詳細調査に不測の日数を要したため。

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 令和6年度 道路橋りょう費

事業進捗度 － 橋りょう維持費

当 初 予 算 額 145,830,000 円

予 算 現 額 147,330,000 円

決 算 額 83,649,367 円

地　方　債 34,100,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.2人役 9,158,400 円 総事業費　　A+B 92,807,767 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【橋りょう修繕事業】 43,296,219円 23,051,483円 20,200,000円 0円 44,736円

21,963,700円

17,812,300円

200,419円

【道路橋りょう長寿命化点検調査事業】 22,472,875円 13,050,584円 0円 0円 9,422,291円

22,472,875円

【橋りょう維持事業】 17,880,273円 0円 13,900,000円 0円 3,980,273円

2,122,864円

463,647円

1,659,217円

62,897,000

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 36,102,067 円

一 般 財 源 13,447,300 円

　修繕計画に基づき老朽化した施設の維持・修繕を行い、橋りょうの安全性を確保するとともに、河川施設の長寿
命化と維持管理・更新費用の縮減・平準化を図った。

　道路法の維持管理関係における橋りょう点検を近接目視の原則に則り、1橋当たり5年に1度の頻度で行うことを
基本として健全性の診断を行う。今年度は131橋の点検を行った。

目
的

橋りょう長寿命化の点検及び調査を実施
する。点検結果に基づいて、早急に修繕
が必要な橋りょうについて設計及び修繕
工事を実施する。
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40 会計 01

45 款 08

項 03

目 01

A
国
県

自然災害外

　浸水の予防・高潮対策として、排水樋門の点検・操作を行った。

　● 樋門操作員報酬外

・樋門操作員報酬（河川管理施設操作等） 　

国土交通省 樋門26基、樋管 2基、閘門 6基

島根県 樋門 5基

安来市 樋門 3基

・浄化槽保守点検委託料

飯梨川公衆便所浄化槽維持管理業務

・その他（手数料・消耗品費等）

　● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・萱谷川浚渫工事 浚渫工　L=50m R6.12.19～R7.1.22

・佐久保川護岸改修工事 護岸工　L=114ｍ R6.4.16～R6.9.30

・佐久保川護岸改修工事（その２） 護岸工　L=92ｍ R6.10.5～R7.3.13

　一級河川及び普通河川の草木の刈払いや土砂浚渫を行い、防災対策にあわせ環境美化を図った。

　● 河川浄化対策委託料

・業者委託 4件

　● 手数料

・自治会等 41件

　● 高潮対策等委託料

業務名 業務概要 工期（着工～実地完成）

・西宮須高潮対策業務 高潮対策工　N=1箇所 R6.5.23～R6.11.29

　※翌年度繰越額　工事請負費、機械器具費　　9,000,000円

・浚渫工事箇所について、近接して実施する災害復旧事業との工事調整が必要となったため。

・排水ポンプを構成する装置の供給に一定の期間を要し年度内完了が困難となったため。

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 河川総務費 土木費

事業開始年度 令和6年度 河川費

事業進捗度 － 河川総務費

当 初 予 算 額 40,022,000 円

予 算 現 額 60,802,000 円

決 算 額 49,305,341 円

地　方　債 18,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,342,400 円 総事業費　　A+B 54,647,741 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【河川維持管理事業】 26,144,141円 7,396,631円 18,000,000円 0円 747,510円

7,449,099円

18,074,100円

【河川浄化対策事業】 22,622,200円 11,052,000円 0円 0円 11,570,200円

19,176,300円

3,445,900円

【高潮対策事業】 539,000円 0円 0円 0円 539,000円

539,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 18,448,631 円

一 般 財 源 12,856,710 円

目
的

一級河川及び普通河川の維持管理等を行
い、防災対策にあわせ環境美化を図る。



【繰越明許】
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40 会計 01

47 款 08

項 03
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A

自然災害

　● 補償金

　● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・東飯島地区内水対策 ポンプ場（土木） R6.3.12～R7.3.24

　ポンプ場整備工事（土木）

・東飯島地区内水対策 排水ポンプ R6.8.7～R7.3.24

　ポンプ場整備工事（機械設備）

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 内水対策費 土木費

事業開始年度 令和5年度 河川費

事業進捗度 － 河川総務費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 46,392,000 円

決 算 額 45,138,804 円

地　方　債 42,600,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 45,138,804 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【東飯島地区内水対策事業】 45,138,804円 0円 42,600,000円 0円 2,538,804円

387,504円

44,751,300円

令和3年7月豪雨による浸水被害 ポンプ場整備状況

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 2,538,804 円

　令和3年7月豪雨により浸水被害を受けたエリアの排水路機能等調査及び対策検討を行い、改善に向けた施設整備
に取り組む。本年度は物件移転補償及びポンプ場の整備を行った。

目
的

豪雨等の異常気象による家屋浸水被害・
路面冠水等の被害を防ぐため、内水対策
を行う。



【繰越明許】
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A

　島根県が実施する「松江圏都市計画基礎調査」に係る費用の一部を負担金として支出した。

円

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 都市計画総務費 土木費

事業開始年度 令和5年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 586,000 円

決 算 額 586,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 586,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【都市計画事業】 586,000円 0円 0円 0円 586,000円

●負担金補助及び交付金(松江圏都市計画基礎調査負担金)　　　　　　　　586,000 

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 586,000 円

目
的

健全で秩序ある都市の発展、適正な土地
利用を図る。
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目 01

A

基金外

円

円

円

円

円

円

　ハーモニータウン汐彩の植栽や公衆用トイレの管理を行った。

円

円

円

　土地開発公社の会計及び年次業務にかかる費用を負担した。

円

　区画整理組合の実施する土地区画整理の補助を行うことにより、良好なまちづくりの促進を図った。

円

決算事項別明細書 P109

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 都市計画総務費 土木費

事業開始年度 令和6年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 24,455,000 円

予 算 現 額 21,634,000 円

決 算 額 12,099,150 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 11,303,420 円

人件費コスト  B 4.0人役 30,528,000 円 総事業費　　A+B 42,627,150 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【都市計画総務事業】 5,833,659円 0円 0円 5,805,600円 28,059円

●報酬(委員報酬)　　　　　　　　 76,800

●旅費(費用弁償、普通旅費)　　　　　　　　 119,810

●需用費(消耗品費)　　　　　　　　 83,749

●委託料(安来市都市計画図修正業務委託料外)　　　　　　　　 5,140,300

●使用料及び賃借料(賃借料)　　　　　　　　 171,000

●負担金補助及び交付金(負担金)　　　　　　　　 242,000

【ハーモニータウン汐彩管理事業】 4,023,491円 0円 0円 3,997,820円 25,671円

●需用費(消耗品費、光熱水費)　　　　　　　　 185,777

●委託料(植栽管理業務委託料外)　　　　　　　　 1,636,800

●負担金補助及び交付金(水道事業会計負担金)　　　　　　　　 2,200,914

【土地開発公社事業】 587,000円 0円 0円 0円 587,000円

●負担金補助及び交付金(分譲負担金)　　　　　　　　 587,000

【土地区画整理事業補助事業】 1,655,000円 0円 0円 1,500,000円 155,000円

●補助対象費用 幅員6ｍ以上の道路の築造工事及び舗装工事に係る経費 補助率：1/5

●負担金補助及び交付（和田南土地区画整理事業補助金)　　　　　　　　1,655,000 

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 795,730 円

　健全で秩序ある計画的な都市の発展、適正な土地利用を図るため、課題整理（現状把握、将来都市像の把握、対
象の選定、整備の必要性及び役割の検討）、土地利用規制対策等に関する事業を行った。

※翌年度繰越額9,218,000円（まちづくり検討資料作成業務委託料）
　　区域区分制度に関して、内部検討及び県・松江市との調整に時間を要し、施行期間を変更したため。

目
的

健全で秩序ある都市の発展、適正な土地
利用を図る。



【繰越明許】

50 
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A

　安来スマートIC（仮称）設置に関する整備効果の算出、構造検討、軟弱地盤対策等の基礎資料の作成を行った。

● 委託料

山陰道（安来道路）SIC設置検討資料作成業務（その２）

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 国・県事業推進費 土木費

事業開始年度 令和5年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 28,091,000 円

決 算 額 28,086,600 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 28,086,600 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【国・県事業推進費】 28,086,600円 0円 0円 0円 28,086,600円

28,086,600円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 28,086,600 円

目
的

国・県事業の推進を図る。
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基金外

● 報酬

● 職員手当等

● 共済費

● 旅費

● 需用費

● 委託料

山陰道（安来道路）SIC設置検討資料作成業務

● 負担金補助及び交付金

山陰自動車道（安来～益田）建設促進期成同盟会外13団体

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

中事業 道路交通網の充実 一般会計

小事業 国・県事業推進費 土木費

事業開始年度 令和6年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 16,138,000 円

予 算 現 額 15,388,000 円

決 算 額 14,892,476 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 9,315,515 円

人件費コスト  B 1.4人役 10,684,800 円 総事業費　　A+B 25,577,276 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【国・県事業推進費】 14,892,476円 0円 0円 9,315,515円 5,576,961円

1,951,223円

634,608円

394,318円

793,333円

38,944円

9,380,800円

安来スマートICアクセス道路補助要望資料

1,699,250円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,576,961 円

　国・県事業の推進のため、関係機関との連絡調整を行った。また、早期進捗が図られるよう要望活動、事業協力
を行った。

目
的

国・県事業の推進を図る。
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A

基金外

　●会計年度任用職員報酬 円

　●光熱水費、燃料費 円

　●委託料 円

　・公園緑地維持管理委託料、公園施設点検委託料等 円

　・公園緑地指定管理委託料 円

　●修繕料（維持） 円

　●手数料 円

　●敷地借上料 円

　●負担金 円

　・中海干拓特別賦課金

　●その他（消耗品費外） 円

　公園における老朽化した施設の修善･改修を行った。

　●工事請負費 935,000円

　工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

　・東旭公園フェンス改修工事 フェンス改修　L=28.0ｍ R6.7.24～R6.9.13

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 公園・緑地の整備 一般会計

小事業 公園管理費 土木費

事業開始年度 令和6年度 都市計画費

事業進捗度 － 公園費

当 初 予 算 額 37,754,000 円

予 算 現 額 34,954,000 円

決 算 額 33,401,040 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 24,288,850 円

人件費コスト  B 1.1人役 8,395,200 円 総事業費　　A+B 41,796,240 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公園管理事業】 32,466,040円 0円 0円 24,288,850円 8,177,190円

1,351,400

1,028,625

23,924,550

18,898,550

5,026,000

678,887

1,013,147

790,664

2,332,574

1,346,193

【公園等施設改修事業】 935,000円 0円 0円 0円 935,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 9,112,190 円

　都市公園6箇所、児童遊園11箇所等、約40箇所の公園・緑地の維持管理にあわせ、各施設の修繕を行い市民の憩
い・交流の場の維持管理に努めた。

目
的

公園の維持・管理を行うことで、環境保
全や市民の生活向上に寄与する。
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A

県

公共施設外

　● 工事請負費

工事名 工事概要 工期（着工～実地完成）

・神塚下水路改良工事 水路工 L=26m R6.6.18～R6.9.30

・大橋下水路改良工事 水路工 L=7.0m R6.12.21～R7.2.28

・大橋下水路(その２）改良工事 水路工 L=23.0m R6.12.28～R7.2.28

・踊り原下水路改修工事 水路工 L=16.5m R6.9.26～R7.2.28

　　大橋下水路改良工事

着工前 竣工

踊り原下水路改修工事

着工前 竣工

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 下水路改良費 土木費

事業開始年度 令和6年度 都市計画費

事業進捗度 － 都市下水路費

当 初 予 算 額 6,500,000 円

予 算 現 額 6,000,000 円

決 算 額 5,801,400 円

地　方　債 4,700,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,289,600 円 総事業費　　A+B 8,091,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【下水路改良事業】 5,801,400円 72,710円 4,700,000円 0円 1,028,690円

5,801,400円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 72,710 円

一 般 財 源 1,028,690 円

　まちづくりの基盤となる生活環境保全を図るとともに、雨水及び生活雑排水の汚臭並びに流水の沈滞を解消する
ため、市民生活に密着した下水路の整備に取り組む。本年度はその中でも緊急性・重要性が高い箇所と、継続して
工事を進めている神塚下水路等の整備を行った。

目
的

雨水・生活雑排水の汚臭及び流水の沈滞
をなくし、快適な生活環境づくりを図
る。
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決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 企業会計負担金費（下水道事業・公共） 土木費

事業開始年度 令和6年度 下水道費

事業進捗度 － 下水道費

当 初 予 算 額 584,018,000 円

予 算 現 額 436,155,000 円

決 算 額 436,155,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 436,155,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【企業会計負担金費（下水道事業・公共）】 436,155,000円 0円 0円 0円 436,155,000円

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

中事業 上下水道の整備 一般会計

小事業 企業会計負担金費（下水道事業・特定環境保全） 土木費

事業開始年度 令和6年度 下水道費

事業進捗度 － 下水道費

当 初 予 算 額 116,759,000 円

予 算 現 額 97,014,000 円

決 算 額 97,014,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 97,014,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源
【企業会計負担金費（下水道事業・特定環境保全）】 97,014,000円 0円 0円 0円 97,014,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 436,155,000 円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 97,014,000 円

目
的

安来市下水道事業に対して経費（公共）
の一部を負担することにより経営の安定
を図る。

目
的

安来市下水道事業に対して経費（特定環
境保全）の一部を負担することにより経
営の安定を図る。
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公営住宅

使用料外

● 住宅使用料

● 駐車場使用料 ●合計

● 市営長谷津団地譲渡事業

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 住宅管理費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

当 初 予 算 額 72,683,000 円

予 算 現 額 78,093,000 円

決 算 額 76,309,877 円

地　方　債 13,100,000 円

そ　の　他 49,792,632 円

人件費コスト  B 3.7人役 28,238,400 円 総事業費　　A+B 104,548,277 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【市営住宅管理代行及び業務委託事業】 37,967,300円 0円 0円 37,967,300円 0円

区分 調定金額 収入金額 未収納額 徴収率

現年度分 96,467,300 円 95,830,660 円 636,640円 99.34%

過年度分 624,100 円 441,960 円 182,140円 70.82%

合計 97,091,400 円 96,272,620 円 818,780円 99.16%

区分 調定金額 収入金額 未収納額 徴収率 現年徴収率

現年度分 6,445,730 円 6,405,170 円 40,560円 99.37% 99.34%

過年度分 11,830 円 11,830 円 0円 100.00% 総徴収率

合計 6,457,560 円 6,417,000 円 40,560円 99.37% 99.17%

【住宅修繕事業】 13,176,900円 0円 13,100,000円 0円 76,900円

【住宅管理・施設営繕事業】 25,165,677円 0円 0円 11,825,332円 13,340,345円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 13,417,245 円

　市営住宅543戸（公営住宅370戸、特公賃住宅38戸、改良住宅36戸、単独住宅9戸、公社住宅90戸）の管理運営を
島根県住宅供給公社安来住宅管理事務所に委託し、住宅の修繕や保守管理において、入居者及び入居希望者の利便
性の向上を図った。また、使用料の滞納について督促状の発送等により、徴収できるよう努めた。

　安田団地駐車場修繕工事、和田団地外部倉庫屋根修繕工事、和田団地リモートメーター取替、そのほか団地全体
の維持に必要な修繕工事を行った。

　管理代行等に関する指導及び調整、家賃決定等法定業務及び一部住宅の入居決定等を行った。また、市有建築物
の営繕を行った。

　民間への住宅地としての活用とする方針とし、次期解体条件付き入札に向けてアスベスト調査、不動産
鑑定、分筆登記業務等を行った。

目
的

所得の低下や居住水準の変化に応じた各
種の住宅を提供することにより、入居者
の快適な住環境を確保するとともに、適
正な維持管理や環境整備を行う。

99.24% 99.57%
99.53% 99.58% 99.34%

0

1,000

2,000

R2 R3 R4 R5 R6

（千円）

97%

98%

99%

100%

住宅使用料　年度別 総滞納繰越額及び現年度徴収率の推移

滞納繰越額 現年徴収率

（％）
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手数料外

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 建築指導費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

当 初 予 算 額 29,732,000 円

予 算 現 額 20,702,000 円

決 算 額 20,207,633 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 774,207 円

人件費コスト  B 3.3人役 25,185,600 円 総事業費　　A+B 45,393,233 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【建築指導事務等】 4,193,633円 0円 0円 774,207円 3,419,426円

【木造住宅耐震化等促進事業】 60,000円 45,000円 0円 0円 15,000円

【要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業】 15,730,000円 12,155,000円 0円 0円 3,575,000円

【ブロック塀等安全確保助成事業】 224,000円 168,000円 0円 0円 56,000円

市役所（安来･伯太）にて住宅耐震化啓発パネル展示を実施

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 12,368,000 円

一 般 財 源 7,065,426 円

　特定行政庁権限による適切な指導、監督及び事務を行い、安来市の建築行政の健全な発展と秩序ある良好な住環
境の形成、安全安心なまちづくりの推進により、市民サービスの向上を図った。

　安来市の既存木造住宅の耐震化等を促進するため、各種制度要綱に基づいた支援事業を実施した。
　●木造住宅耐震診断　　　　　（1件）

　建築物の耐震改修促進法により耐震診断結果の報告が義務付けられた民間の通行障害既存耐震不適格建築物の所
有者に対して補助金を交付することにより、緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進する事を目的とし、要安全確
認計画記載建築物（耐震改修促進計画において指定した通行障害既存耐震不適格建築物）の耐震診断、耐震改修、
建替え又は除却に要する費用の一部を助成した。
　●耐震改修等費（除却）　　  （1件）

　大規模地震発生時に予想されるブロック塀等の倒壊または転倒による災害を防止し、避難路の通行者の安全を確
保することを目的として、ブロック塀等の除却及び」建替えに要する費用の一部を助成した。
　●ブロック塀除却　　　　　　（1件）

目
的

適切な指導と監督を行うことにより、安
来市の建築行政の健全な発展と秩序ある
住環境に務める。建築物の耐震化の促進
等の対策を行い安全安心なまちづくりを
推進する。
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基金

● 空家対策に係る事業費

　・空き家所有者の調査及び適正管理に関する助言、指導等を実施

　・住まいの引き継ぎノートを作成し広報誌にあわせ各家庭へ配布

● 老朽危険建築物等除却助成

● 特定空家等の除却

　略式代執行の実施　広瀬町広瀬地内　１件　

　　住まいの引き継ぎノート

　

決算事項別明細書 P111

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 空家等対策事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅管理費

当 初 予 算 額 15,142,000 円

予 算 現 額 12,842,000 円

決 算 額 6,288,155 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 450,000 円

人件費コスト  B 2.3人役 17,553,600 円 総事業費　　A+B 23,841,755 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【空家等対策事業】 6,288,155円 2,740,000円 0円 450,000円 3,098,155円

除却前（南東側より撮影）

除却後（南東側から撮影）

除却前（北側より撮影）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,740,000 円

一 般 財 源 3,098,155 円

　安来市空家等対策計画に基づき空き家の発生抑制の啓発、空き家所有者への利活用及び適正管理の助言指導、管
理不全空家等及び特定空家等に対する認定及び措置を実施した。

　老朽化による倒壊等危険性のある建築物の除却により、居住環境及
び安全性の向上を図り安全安心なまちづくりを推進するため、制度要
綱に基づいた支援事業を実施した。
　・不良住宅〔3件〕　

目
的

安来市空家等対策計画に基づき空家の発
生抑制の啓発、空家の利活用及び適正管
理の促進、管理不全空家等及び特定空家
等に対する認定及び措置を行う。
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　安来市公営住宅等長寿命化計画に基づき、既存及び将来の公営住宅等の整備に係る事業を行った。　

● 市営大塚団地整備事業　（社会資本整備総合交付金対象事業：交付率≒45％）

決算事項別明細書 P113

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 公営住宅整備事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅建設費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 16,140,000 円

決 算 額 16,139,200 円

地　方　債 6,300,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,289,600 円 総事業費　　A+B 18,428,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公営住宅等整備事業】 16,139,200円 6,558,000円 6,300,000円 0円 3,281,200円

市営大塚団地　完成予定パース

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 6,558,000 円

一 般 財 源 3,281,200 円

　市営大塚団地は、現在の末広・大栄団地を用途廃止し、令和6年度～令和9年度にかけて20戸を整備する
計画としている。
　設計に際し浸水対策が必要となったため、工期を令和7年5月末まで延長し設計委託業務を実施した。

目
的

公営住宅等長寿命化計画に基づき、住宅
整備に係る事業を行う。
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公営住宅

　安来市公営住宅等長寿命化計画に基づき、既存及び将来の公営住宅等の整備に係る事業を行った。　

● 市営大塚団地整備事業　（社会資本整備総合交付金対象事業：交付率≒45％）

市営大塚団地第一期新築工事

解体工事 鋼杭地業工事

決算事項別明細書 P113

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 公営住宅整備事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅建設費

当 初 予 算 額 81,983,000 円

予 算 現 額 58,238,000 円

決 算 額 57,169,419 円

地　方　債 34,700,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.2人役 9,158,400 円 総事業費　　A+B 66,327,819 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公営住宅等整備事業】 57,169,419円 19,347,000円 34,700,000円 0円 3,122,419円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 19,347,000 円

一 般 財 源 3,122,419 円

　市営大塚団地は、現在の末広・大栄団地を用途廃止し、令和6年度～令和9年度にかけて20戸を整備する
計画としている。
　令和6年度から7年度にかけて第1期工事を行い6戸を建設しており、令和6年度は末広団地の2棟4戸を解
体、3DK（2階）1棟2戸、3DK（平屋）1棟2戸、2DK（平屋）1棟2戸の建設に着手した。
　また、入退去者に対し都度説明会を行い、入退去の進捗管理を行った。

目
的

公営住宅等長寿命化計画に基づき、住宅
整備に係る事業を行う。
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決算事項別明細書 P113

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 公営住宅等ストック総合改善事業費 土木費

事業開始年度 令和6年度 住宅費

事業進捗度 － 住宅建設費

当 初 予 算 額 8,378,000 円

予 算 現 額 7,007,000 円

決 算 額 6,583,970 円

地　方　債 4,500,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,579,200 円 総事業費　　A+B 11,163,170 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【公営住宅等長寿命化改善事業】 6,583,970円 2,070,000円 4,500,000円 0円 13,970円

改修前

改修後

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,070,000 円

一 般 財 源 13,970 円

　糺団地1戸の内部改善工事を行い、合わせてA棟の外部階段に手すりを設置し、優良住宅形成に努めた。
　（社会資本整備総合交付金対象事業：交付率≒45％）

目
的

公営住宅等長寿命化計画に基づき、老朽
化の進む公営住宅等ストックについて順
次改善工事を行い、効率的に長寿命化を
図る。
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諸収入

決算事項別明細書 P113

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

中事業 住環境の整備 一般会計

小事業 地籍調査費 土木費

事業開始年度 令和6年度 用地管理費

事業進捗度 － 用地管理費

当 初 予 算 額 42,801,000 円

予 算 現 額 34,058,000 円

決 算 額 33,595,459 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 15,537 円

人件費コスト  B 5.0人役 38,160,000 円 総事業費　　A+B 71,755,459 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【地籍調査事業】 33,595,459円 24,747,000円 0円 15,537円 8,832,922円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 24,747,000 円

一 般 財 源 8,832,922 円

　安来市の地籍調査は、概ね現地調査着手から登記完了まで3年で行っており、1年目に現地調査、2年目に成果で
ある地籍簿・地籍図の作成、3年目に登記となっている。
　地籍調査対象面積は387.21k㎡（公有水面等を除く）で、令和6年度末調査完了面積（2年目完了面積）は
100.81k㎡（圃場整備等を含む）。進捗率は26.03％となった。

目
的

土地の権利を明確化することにより、境
界紛争や境界の不明確化を防ぐととも
に、固定資産税の適正化、公共事業の円
滑化を図る。


